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170人出席し平成元年度総会

同窓会決算・予算

題字は塩田会長

発　行　者
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秋田高等学校同窓会

印　刷　所

ト
社
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会
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田
刷
秋
印

平
成
元
年
度
通
常
総
会
は
八
月
二
十
日
午
後
二
時
か
ら
秋
田
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
百
七
十
人
が
出
席
し
て

開
か
れ
、
昭
和
六
十
三
年
度
事
業
報
告
、
決
算
を
承
認
、
平
成
元
年
度
予
算
、
事
業
計
画
を
原
案
ど
お
り
承
認
、
か
ね
て

水
戸
一
高
か
ら
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
姉
妹
提
携
、
さ
ら
に
は
四
年
後
の
創
立
百
二
十
周
年
に
備
え
、
記
念
事
業
要
網

な
ど
を
決
め
た
。

目
高
氏
一
筏
㌫
訟
酎
役
一
が
講
浜

キナ　　　　ィ

平成元年度

f田県立秋田高校同窓会通常総会
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こ
と
し
の
当
番
幹
事
は
「
9
」
年

次
。
そ
れ
ぞ
れ
多
数
の
同
窓
生
を
動

員
準
備
を
撃
え
て
総
会
は
3
9
年
竿
、

目
黒
大
作
氏
の
司
会
で
始
ま
っ
た
。

9
年
卒
の
今
村
久
悦
氏
が
開
会
の
こ

と
ば
、
校
歌
斉
唱
、
物
故
会
員
に
黙

癖
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
塩
田
会
長
が

「
総
会
に
も
若
い
会
員
が
多
数
出
席

す
る
よ
う
に
な
っ
て
大
変
喜
ば
し
い
。

さ
ら
に
同
窓
会
の
活
性
化
の
た
め
協

力
を
　
」
と
あ
い
さ
つ
。
室
田
校
長

が
、
母
校
の
現
況
に
つ
い
て
説
明
、

同
窓
会
の
協
力
を
謝
し
た
。

続
い
て
会
務
並
び
に
事
業
報
告
、

企
画
、
名
簿
、
財
政
、
広
報
四
常
置

委
員
会
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
た
。
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「
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
」

で
講
演
す
る

日
高
氏
（
S
2
9
卒
）

平成元年度

予　算　額

3，312，000

1，300，000

2，000，000

600，000

300，000

100，000

1，578，264

9，190，264

1，230，000

2，020，000

3，160，000

2，000，000

250，000

530，264

9，190，264

昭　和　63　年　度
決　　　算　　　額

く収入の部〉

入　　会　　金　3，304，800

1，040，000

1，990，000

610，000

302，117

233，851

1，486，531

年　次　会　費

役　員　会　費

協賛広告収入
基本運用収入
雑　　収　　入

繰　　越　　金

合　　　　　計　8，967，299
く支出の部〉

事　　務　　費　　　926，550
会　　議　　費　1，929，568
事　　業　　費　2，839，175
基　　　　　金　1，500，000
雑　　　　　費　　193，742
予　　備　　費　　　　　　　0

計　7，389，035
額　1，578，264越

合
繰

昭和63年度基金会計
く収入の部〉　　　　　　　lく支出の部〉

前年度繰越　11，603，740　名簿基本データ入力料　91，8㈱

繰　入　金　1，500，000

利　　　息　　　22，245　基金残高　12，134，185

13，125，985　－

議
事
は
慣
例
に
よ
。
塩
田
会
長
の

議
長
役
で
進
め
ら
れ
、
六
十
三
年
度

事
業
報
告
、
決
算
そ
れ
に
名
簿
発
行

費
会
計
の
中
間
報
告
を
い
ず
れ
も
満

場
一
致
で
承
認
。
平
成
元
年
度
事
業

計
画
、
同
予
算
を
承
認
し
た
。
平
成

元
年
の
主
な
事
業
計
画
は
、
入
会
式
、

同
窓
会
だ
よ
。
の
発
行
、
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
の
整
備
。
年
次
強
化
、
事
務

局
の
整
備
な
ど
で
こ
れ
に
伴
う
予
算

の
合
計
は
九
百
十
九
万
二
百
六
十
四

円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
か
ね
て
水
戸

一
高
同
窓
会
一
知
道
会
一
か
ら
申
し

込
ま
れ
て
い
た
姉
妹
提
携
問
題
に
つ

い
て
協
議
、
同
窓
生
、
現
役
を
も
含

め
将
来
と
も
ど
も
幅
広
く
交
流
す
る

こ
と
を
決
め
、
小
玉
副
会
長
以
下
準

備
委
員
を
別
項
の
と
お
。
決
め
る
。

こ
の
あ
と
日
高
一
雄
氏
が
「
ビ
ジ

ネ
ス
が
ス
ポ
ー
ツ
と
接
す
る
時
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
行
っ
た
。
日
高

氏
は
、
昭
和
二
十
九
年
卒
。
東
大
か

ら
三
菱
商
事
に
進
み
、
現
在
は
株
式

会
社
ダ
イ
エ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
担
当
取

締
筍
東
大
時
代
は
野
球
部
の
捕
手

と
し
て
活
躍
し
た
経
験
を
生
か
し
て

新
分
野
の
「
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
同
氏
だ
け
に
語

る
内
容
に
説
得
力
が
あ
。
、
感
銘
を

与
え
た
。
▽
水
戸
一
高
同
窓
会
姉
妹
提
携
準

備
委
員
、
小
玉
待
太
郎
（
S
1
8
）
太

田
寿
男
（
S
空
畠
山
樹
之
一
S
坐

山
口
武
秀
（
S
竺
杉
渕
一
雄
（
S

7
一
桜
谷
吾
朗
一
S
誓
書
井
忠
亮

（
S
1
3
一
山
中
良
二
郎
（
S
型
斎

藤
広
孝
（
S
型
加
藤
罷
芙
一
S
3
1
一

会費納入
ユ　÷　　▲
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徴
収
は
当
分
現
行
通
り

◎
常
任
理
事
会
（
七
月
五
日
一

本
年
度
常
任
理
事
会
は
、
七
月
五

日
栄
太
楼
旅
館
に
於
て
会
長
以
下
五

十
三
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
会
長
・
学
校
長
の
挨
拶
に

次
い
で
理
事
会
に
提
案
す
る
次
の
案

件
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

Ⅲ
常
置
委
員
会
よ
り
の
報
告

㈱
理
事
会
提
案
の
案
件
と
し
て

ィ
、
会
務
並
び
に
事
業
報
告

ロ
、
昭
和
六
十
三
年
度
収
支
決
算

ハ
、
名
簿
発
行
会
計
の
中
間
報
告

こ
、
平
成
元
年
度
事
業
計
画
並
び

に
収
支
予
算
に
つ
い
て

母校創立
120周年

記
念
事
業
な
ど
推
進

総
会
実
行
委
要
綱
を
承
認

母
校
の
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
要
綱
が
総
会
で
承
認

さ
れ
た
。
百
二
十
周
年
は
四
年
後
の
平
成
五

年
に
あ
た
る
が
、
同
窓
会
で
は
同
要

綱
に
基
づ
い
て
、
学
校
や
P
T
A
と

も
協
議
し
、
実
行
委
員
の
人
選
を
進

め
、
委
員
側
で
具
体
的
な
式
典
、
記

念
事
業
、
募
金
額
を
決
め
る
。

▽
百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
要
綱
。

▼
名
称
＝
こ
の
会
を
秋
高
1
2
0

周
年
記
念
事
業
実
行
委
と
称
す
る
。

▼
目
的
＝
1
2
0
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
学
校
施
設
の
整
備
・
同
窓

会
の
充
実
強
化
な
ど
の
事
業
を
行
う
。

▼
組
織
＝
同
窓
会
員
と
教
職
員
で

軽
巧
校
史
、
名
準
財
政
、
広
報
、

行
事
、
施
設
の
各
部
門
別
委
員
会
を

組
織
し
、
事
務
局
を
置
く
。

▼
役
員
＝
実
行
委
員
長
に
同
窓
会

長
、
副
委
員
長
に
同
窓
会
副
会
長
が

当
た
り
、
実
行
委
員
、
監
事
、
事
務

局
員
は
実
行
委
員
長
が
委
嘱
す
る
。

▼
事
業
日
日
的
達
成
の
た
め
次
の

事
業
を
行
う
。
年
史
、
会
員
名
簿
、

記
念
事
業
広
報
の
発
行
、
祝
賀
会
そ

の
他
記
念
行
事
、
学
校
並
び
に
同
窓

会
施
設
の
整
備
充
実
、
奨
学
・
研
修

基
金
の
創
設
、
同
窓
会
基
金
の
充
実
、

そ
の
他
。
▼
募
金
＝
事
業
資
金
は
、
同
窓
生

及
び
そ
の
他
の
寄
付
金
を
も
っ
て
充

てる。

ホ
、
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て

へ
、
水
戸
一
高
同
窓
会
と
の
姉
妹

提
携
に
つ
い
て

㈱
　
理
事
会
、
総
会
の
日
程
に
つ
い

て
は
、
理
事
会
が
七
月
二
十
九
日
、

総
会
は
、
八
月
二
十
日
と
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
常
置
委
員
会
報
告
で
は
、

年
次
・
役
員
会
費
の
徴
収
方
法
に
つ

い
て
企
画
・
財
政
両
委
員
長
よ
。
、

そ
れ
ぞ
れ
検
討
結
果
の
発
表
が
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
三
つ
の
案
が
考
え
ら
れ

る
が
、
何
れ
も
問
題
点
が
あ
り
、
暫

く
の
間
は
現
行
の
徴
収
方
法
で
行
な
っ

て
い
き
た
い
と
報
告
が
あ
っ
た
。

桜
谷
事
務
局
長
が
引
退

後
任
事
務
局
長
に
伊
藤
守
一
氏

五
年
間
に
わ
た
り
当
同
窓
会
の
事

務
局
長
と
し
て
会
の
発
展
に
貢
献
し

た
桜
谷
吾
朗
氏
一
S
1
2
卒
一
は
、
平

成
元
年
度
総
会
を
最
後
に
引
退
、
バ

ト
ン
を
伊
藤
守
一
氏
一
S
黒
睾
一

に
引
き
継
い
だ
。

桜
谷
先
生
が
就
任
し
た
の
は
、
五

十
九
年
九
月
。
当
時
は
故
内
藤
会
長

だ
っ
た
が
、
間
も
な
く
死
去
に
よ
り

金
子
副
会
長
代
理
、
そ
し
て
現
在
の

塩
田
会
長
と
代
っ
た
。

校
長
も
就
任
当
時
は
秋
山
校
長
。

そ
れ
か
ら
畑
沢
校
長
、
桝
田
校
長
と

代
。
、
現
在
の
室
田
校
長
は
四
代
目

に
あ
た
る
。

桜
谷
先
生
は
就
任
以
来
、
同
窓
会

の
活
性
化
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
組
織
や
財
政
面
の
枠
組
づ
く
り

に
尽
力
し
た
。
ま
た
今
春
は
、
名
簿

委
員
会
を
積
極
的
に
バ
ソ
ク
ア
ノ
プ

ロ日

．

■

、i

．

脊
桜谷吾朗氏

・′′
署

－．．

伊藤守一氏

し
て
、
初
め
て
自
前
の
名
簿
を
完
成
、

今
後
の
同
窓
会
の
発
展
に
夢
を
持
た

せた。後
任
の
伊
藤
氏
は
、
長
ら
く
母
校

の
事
務
局
や
県
教
育
委
員
会
各
課
に

勤
務
し
た
行
政
マ
ソ
。
一
昨
年
県
岩

城
少
年
自
然
の
家
副
所
長
を
最
後
に

退
職
し
た
。

▼
桜
谷
先
生
の
話
＝
当
初
か
ら
七

十
歳
ま
で
の
つ
も
り
で
お
引
受
け
し

た
。
幸
い
健
康
に
恵
ま
れ
、
微
力
を

尽
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で

い
る
。
今
後
、
同
窓
会
の
一
層
の
発

展
の
た
め
一
会
員
と
し
て
協
力
し
た

い
。
皆
様
の
温
い
ご
指
導
ご
協
力

に
感
謝
し
た
い
。

事
務
局
に
専
用
電
話

同
窓
会
事
務
局
が
こ
の
ほ
ど

母
校
の
小
体
育
館
二
階
に
引
越

し
、
専
用
電
話
（
3
2
－
9
5
5

3
一
も
付
い
た
。

本
部
の
事
務
局
は
こ
れ
ま
で
、

母
校
の
図
書
室
に
間
借
り
し
て

い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
在
校
生
の

専
用
部
室
が
完
成
し
た
の
を
機

会
に
、
部
屋
に
代
用
さ
れ
て
い

た
小
体
育
館
の
二
階
が
同
窓
会

の
専
用
事
務
局
に
割
当
て
ら
れ

た
も
の
。
新
事
務
局
は
約
百
六
十
六
平

方
信
の
間
仕
切
り
し
こ
れ
ま
で

よ
。
2
倍
以
上
の
広
さ
。
内
部

を
カ
ー
テ
ソ
で
飾
。
、
冬
季
は

ス
ト
ー
ブ
も
取
り
付
け
る
予
定
。

来
校
の
会
員
は
い
つ
で
も
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

天
上
天
下

今
、
な
ぜ
水
戸
一
高
な
の
か
！

総
会
の
席
上
、
鋭
い
疑
問
が
投
げ

か
け
ら
れ
た
。
諸
報
告
、
決
算
、

事
業
計
画
と
予
算
…
通
常
で
も
盛

。
だ
く
さ
ん
の
議
事
。
そ
れ
に
姉

妹
提
携
問
題
、
百
二
十
周
年
記
念

事
業
問
題
と
、
重
要
案
件
を
抱
え

な
が
ら
も
、
総
会
は
平
穏
に
進
ん

で
い
た
だ
け
に
突
然
の
問
題
提
起

で
冷
水
を
浴
び
た
気
持
ち
に
さ
せ

ら
れ
た
▼
先
方
か
ら
の
申
し
込
み

で
降
っ
て
わ
い
た
よ
う
な
提
携
話
。

百
十
年
を
越
え
る
伝
統
、
茨
城
県

を
代
表
す
る
進
学
校
、
そ
れ
に
盛

ん
な
ス
ポ
ー
ツ
。
水
戸
一
高
を
母

校
の
兄
弟
分
に
選
ぶ
に
は
何
一
つ

の
不
足
も
な
い
。
こ
れ
に
佐
竹
さ

ん
と
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
考

え
る
と
因
縁
め
い
て
く
る
▼
姉
妹

提
携
が
軌
道
に
乗
っ
て
、
今
後
、

両
校
の
交
流
が
深
ま
れ
ば
、
秋
田
・

茨
城
両
県
に
ま
た
が
る
文
化
の
交

流
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
に
違
い
な

い
。
せ
っ
か
く
の
〝
プ
ロ
ポ
ー
ズ
〟

断
る
理
由
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
。

む
し
ろ
積
極
的
に
受
け
る
活
動
を

進
め
る
こ
と
が
、
同
窓
生
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
つ
な
が
る
し
、

後
輩
た
ち
の
励
み
に
も
な
ろ
う
▼

だ
が
、
今
は
国
際
化
時
代
。
本
校

ほ
ど
の
伝
統
校
な
ら
ば
交
流
を
進

め
る
対
象
は
、
国
内
外
に
事
欠
か

な
い
。
ど
う
せ
交
流
す
る
な
ら
海

外
に
目
を
向
け
る
べ
き
だ
と
の
議

論
は
理
解
で
き
る
。
む
し
ろ
、
後

輩
た
ち
の
視
野
を
広
げ
、
国
際
性

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
も
国

際
的
な
交
流
に
目
を
向
け
る
こ
と

が
筋
論
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い

▼
し
か
し
国
内
と
は
言
え
他
校
と

の
交
流
は
全
く
の
初
体
験
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
も
少
な
く
な
い
。
む

し
ろ
相
手
か
ら
の
申
し
込
ま
れ
た

の
を
良
い
機
会
に
、
ま
ず
は
水
戸

一
高
と
の
交
流
を
軌
道
に
乗
せ
る

べ
き
だ
ろ
う
。
同
窓
会
の
活
性
化

は
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
当
番
幹

事
制
は
定
着
し
、
名
簿
も
独
自
で

発
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
度
、

こ
れ
が
定
着
す
る
と
夢
は
さ
ら
に

大
き
く
広
が
っ
て
く
る
に
違
い
な

ヽ

　

0

－
レ
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盈一憫。威

中
国
甘
粛
省
の
未
踏
峰
、
阿
爾
金

山
一
ア
ル
チ
ソ
サ
ソ
＝
五
七
九
八
メ
ー

ト
ル
一
に
挑
ん
だ
秋
田
市
制
百
周
年

記
念
秋
田
市
・
蘭
州
市
合
同
登
山
隊

一
平
沢
健
治
隊
長
以
下
日
本
側
二
十

三
人
、
中
国
側
十
六
人
一
は
八
月
十

九
日
、
念
願
の
初
登
頂
に
成
功
、
翌

二
十
日
に
も
第
二
次
登
頂
を
決
め
る

快
挙
を
達
成
し
て
九
月
一
日
、
全
員

無
事
帰
国
し
た
。

秋
田
市
登
山
隊
は
公
募
で
集
ま
っ

て
き
た
二
十
人
（
う
ち
女
性
三
人
一

と
報
道
隊
三
人
。
隊
長
、
登
は
ん
隊

長
ら
六
人
が
海
外
登
山
歴
を
も
つ
だ

け
で
、
あ
と
は
そ
こ
そ
こ
に
国
内
登

山
を
楽
し
む
程
度
の
い
わ
ば
初
心
者

集
団
で
あ
る
。
一
方
の
中
国
隊
に
至
っ

て
は
途
中
か
ら
日
本
隊
と
の
合
同
登

山
を
望
ん
で
、
蘭
州
市
が
急
き
ょ
編

成
、
猛
特
訓
を
重
ね
た
急
造
登
山
家

た
ち
ば
か
り
で
、
四
千
メ
ー
ト
ル
程

度
の
高
度
は
訓
練
で
体
験
し
て
い
る

も
の
の
、
そ
れ
か
ら
上
の
氷
河
、
氷

壁
は
経
験
な
し
、
何
し
ろ
ア
イ
ゼ
ソ
、

ピ
ッ
ケ
ル
は
も
と
よ
り
登
山
靴
す
ら

持
っ
て
い
な
い
と
い
う
心
細
さ
な
の

だ
。
も
と
も
と
登
山
と
い
う
行
為
に

あ
ま
。
大
き
な
価
値
観
を
認
め
る
習

慣
の
な
い
中
国
の
こ
と
、
ま
し
て
登

山
協
会
も
な
い
甘
粛
省
の
に
わ
か
登

山
隊
と
あ
っ
て
は
無
理
も
な
い
話
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
登
は

ん
用
具
は
日
本
側
が
用
意
し
た
が
、

使
う
要
領
や
技
術
に
つ
い
て
は
一
緒

に
行
動
す
る
な
か
で
各
自
に
体
得
し

て
も
ら
う
以
外
に
、
日
程
的
に
方
法

が
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
ほ
と
ん
ど

シ
ロ
ウ
ト
集
団
と
も
い
え
る
日
中
合

同
登
山
隊
か
ら
、
な
ぜ
延
べ
十
五
人

も
の
登
頂
者
（
う
ち
中
国
隊
二
人
一

を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か

－
第
一
に
頂
上
ア
タ
ッ
ク
の
両
日

と
も
快
晴
、
微
風
の
天
候
に
恵
ま
れ

た
こ
と
、
第
二
に
高
度
順
化
に
成
功

し
、
荷
上
げ
な
ど
が
順
調
に
進
ん
だ

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
他
に
ザ
イ

ル
を
延
長
二
千
二
百
メ
ー
ト
ル
に
も

わ
た
っ
て
氷
河
に
固
定
す
る
な
ど
、

危
険
除
去
の
た
め
の
ル
ー
ト
工
作
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
こ
と
、
大
き
く

体
調
を
く
ず
す
者
が
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
も
見
逃
せ
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
も
こ
れ
も
、
絶
対
に
山
頂
に
立
ち

た
い
、
初
登
頂
を
成
功
さ
せ
た
い
、

と
い
う
強
い
意
志
を
全
員
が
最
後
ま

で
も
ち
続
け
た
か
ら
こ
そ
、
の
幸
運

で
あ
っ
た
。

こ
の
登
山
隊
に
は
偶
然
に
も
、
九

人
の
秋
高
同
窓
が
顔
を
そ
ろ
え
た
。

山
岳
部
O
B
は
平
沢
健
治
一
隊
長
、

S
型
、
丸
山
芳
雄
（
登
は
ん
隊
長

S
型
、
太
焦
祐
一
一
医
叫
S
2
9
一
、

渡
部
克
宏
（
秋
高
教
諭
、
S
5
6
一
、

沢
田
石
順
（
秋
大
付
属
病
院
医
師
、

S
5
7
一
、
山
谷
直
樹
一
法
大
、
S
6
1
一

の
六
人
。
他
に
岡
部
幸
雄
（
N
T
T
、

S
坐
、
大
友
　
直
（
A
K
T
、
S

5
7
一
、
そ
れ
に
筆
者
の
三
人
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
丸
山
、
岡
部
、
渡
部
、
沢

出
席
者
脳
人
に
の
ぼ
る

水
戸
〓
ロ
同
と

姉
妹
提
携

準
備
委
組
織
し
検
討

◎
理
事
会

理
事
会
は
、
七
月
二
十
九
日
（
土
一

第
一
会
館
本
館
に
於
い
て
、
六
十
五

名
の
出
席
者
で
開
催
さ
れ
た
。

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
推
進
計
画
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
実
行
委
員
会
要
綱

等
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
水
戸
一

声

先
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昨
年
、
秋
中
5
1
期
会
（
昭
和
1
3
年

卒
一
か
ら
卒
業
五
十
周
年
記
念
と
し

て
5
0
万
円
、
秋
高
聖
二
昭
和
3
3
年

卒
一
か
ら
同
じ
く
卒
業
三
十
周
年
記

念
と
し
て
1
0
万
円
の
寄
付
が
母
校
に

対
し
て
あ
っ
た
。

学
校
で
は
早
速
そ
の
好
意
を
生
か

し
、
今
年
三
月
大
体
育
館
に
1
3
年
卒

分
と
し
て
は
、
カ
バ
ー
付
演
台
・
花

台
考
3
3
年
卒
分
と
し
て
は
、
カ
バ
ー

付
盆
栽
台
と
ラ
シ
ャ
張
。
書
見
台
を

購
入
し
た
。
こ
れ
ら
は
大
体
育
館
で

行
わ
れ
る
諸
儀
式
用
と
し
て
使
用
さ

れ
る
も
の
だ
が
、
今
ま
で
無
か
っ
た

物
も
用
意
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
大
変

喜
ば
れ
て
い
る
。
学
校
で
は
「
卒
業

生
の
気
持
ち
に
感
謝
し
末
長
く
大
事

に
し
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し
て
い

た
。
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常
置
委
員
会
だ
よ
り

「
同
窓
会
だ
よ
。
二
十
九
号
」
発

行
以
後
に
開
催
さ
れ
た
常
置
委
員
会

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

△
企
画
委
員
会
一
六
月
八
日
・
六
月

三
十
日
一
企
画
委
員
会
は
六
月
中
に
二
回
開

催
さ
れ
た
が
、
二
度
と
も
協
議
事
項

は
、
用
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
、
㈱
水
戸
一
高
同
窓
会

一
知
道
会
一
と
の
姉
妹
提
携
に
つ
い

て
、
㈱
年
次
・
役
員
会
費
に
つ
い
て

で
あ
る
。
百
二
十
周
年
に
つ
い
て
は
、
八
日

に
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
る

と
共
に
、
学
校
側
の
希
望
意
見
を
聞

い
た
。
ま
た
、
三
十
日
に
は
記
念
事

業
実
行
委
員
会
要
綱
案
を
決
定
し
て

常
任
理
事
会
に
提
出
す
る
こ
と
と
し

た
。

水
戸
一
高
同
窓
会
と
の
姉
妹
提
携

に
つ
い
て
は
、
八
月
の
総
会
で
承
認

を
得
て
、
そ
の
後
会
長
委
嘱
で
準
備

委
員
会
を
設
置
す
る
。
調
印
と
交
流

の
具
体
的
内
容
は
、
準
備
委
員
会
で

検
討
し
、
進
行
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

年
次
会
費
・
役
員
会
費
の
徴
収
方

法
に
つ
い
て
は
、
太
田
委
員
長
よ
。

私
案
と
し
て
現
行
の
二
本
建
方
式
の

改
善
案
を
、
ま
た
、
事
務
局
案
と
し

て
は
年
次
会
費
に
一
本
化
の
案
が
出

さ
れ
た
が
、
現
在
の
年
次
会
費
、
役

員
会
費
の
納
入
状
況
や
各
年
次
の
活

動
状
況
な
ど
か
ら
し
て
、
改
正
は
尚

早
で
あ
り
、
今
暫
く
は
現
行
ど
お
り

と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

△
財
政
委
員
会
一
六
月
二
十
六
日
一

今
回
は
、
決
算
、
予
算
の
ほ
か
、

特
に
会
費
（
年
次
・
役
貞
一
の
あ
り

方
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。
企
画
委

員
会
で
審
議
さ
れ
た
二
案
を
聴
取
す

る
と
共
に
、
本
来
は
個
人
毎
に
納
入

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
出

さ
れ
た
が
、
現
在
の
年
次
の
運
営
状

況
で
は
、
現
行
二
本
建
て
方
式
を
変
ノ

え
な
い
で
、
今
暫
ら
く
こ
の
方
法
で

し
く
こ
と
に
し
た
。

ヽ△
広
報
委
員
会
（
八
月
二
十
九
日
一

本
年
度
二
回
目
の
編
集
会
議
は
、

千
秋
会
館
に
於
い
て
小
林
副
会
長
以

下
九
名
の
出
席
で
開
か
れ
た
。
「
だ

よ
り
三
十
号
」
の
主
要
割
付
と
執
筆

分
担
、
原
稿
・
広
告
の
収
集
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
し
た
。

高
同
窓
会
（
知
道
会
一
と
の
姉
妹
提

携
に
つ
い
て
は
、
総
会
で
承
認
後
直

ヽ
r
－

ち
に
準
備
委
員
会
を
組
織
し
、
調
印

を
終
り
次
第
具
体
的
実
行
案
を
検
討

し
て
い
く
事
が
了
承
さ
れ
た
。

年
次
会
費
・
役
員
会
費
に
つ
い
て

は
、
企
画
・
財
政
両
委
員
長
の
報
告

が
了
承
さ
れ
た
。

◎
第
二
回
当
番
年
次
打
合
金

本
年
度
第
二
回
の
当
番
年
次
打
合

会
は
、
八
月
九
日
・
千
秋
会
館
に
於

て
、
小
玉
副
会
長
、
太
田
企
画
委
員

長
、
各
年
次
の
代
表
者
及
び
事
務
局

と
で
壁
霞
つ
い
て
の
一
打
合
せ
を
行
っ

た
。
ま
ず
総
会
、
懇
親
会
の
次
第
と

司
会
者
の
決
定
。
そ
の
他
の
役
割
分

担
も
決
め
る
。
ま
た
、
当
日
の
講
演

者
は
日
高
一
雄
氏
一
昭
二
九
卒
）
に

決
ま
る
。
な
お
、
当
日
の
会
を
盛
会

に
す
る
た
め
、
各
当
番
年
次
の
会
員

に
は
出
席
を
強
く
呼
び
か
け
る
こ
と

と
し
た
。

田
石
、
大
友
の
五
人
は
そ
ろ
っ
て
第

一
次
ア
タ
ッ
ク
に
参
加
、
み
ご
と
発

登
頂
に
成
功
し
た
。
こ
の
壮
挙
の
陰

に
A
B
C
（
ア
タ
ッ
ク
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
＝
四
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
一
で
終

始
、
冷
静
沈
着
な
判
断
、
指
示
を
出

し
続
け
た
平
沢
、
大
里
の
フ
ァ
イ
ン

プ
レ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
を
最
後
に
付

け
加
え
て
お
き
た
い
。
＝
文
中
、
敬

称
略
＝

■　’

旺　　】

－二
■■tl
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◎
支
部
長
会
議

本
年
度
支
部
長
会
議
は
、
八
月
二

十
日
総
会
に
先
だ
ち
、
十
二
時
三
十

分
よ
り
ア
キ
タ
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
が
、
支

部
長
は
代
理
を
含
め
て
三
名
（
県
庁
、

営
林
局
、
十
条
一
の
出
席
者
で
あ
っ

た
。本
部
か
ら
は
正
副
会
長
に
常
置
委

員
長
と
事
務
局
長
と
が
出
席
し
、
総

会
案
件
事
項
や
会
の
活
動
状
況
を
説

明
し
、
支
部
か
ら
は
現
況
に
つ
い
て

整
ロ
が
あ
っ
て
予
定
通
。
終
了
し
た
。

今
回
も
又
三
名
の
み
の
出
席
者
で

こ
の
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
再
検

討
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

秋
高
三
九
会
の

皆
様
の
ご
健
康
を

お
祈
り
致
し
ま
す

昭
和
l
ニ
十
九
年
卒

（
第
九
〇
期
）

㊥
秋
高
三
九
会

＿一三享

安今　日
藤林黒

哀
　
　
　
悼

一
判
明
分
・
敬
称
略
一

堀
江
音
太
郎
一
T
3
一
秋
田
市
1
・
5

沢
　
英
男
一
S
8
一
長
岡
市
1
・
6

山
田
宜
義
一
S
型
東
京
都
1
・
6

集
健
治
二
S
⊥
4
一
秋
田
市
1
・
6

船
禾
　
平
一
S
け
一
秋
田
市
1
・
6

荒
川
不
二
雄
一
S
7
一
東
京
都
1
・
6

福
田
　
忠
一
S
7
一
四
街
道
市
1
・
7

嘉
一
S
9
一
秋
田
市
1
・
7

佐
々
木
昭
一
S
1
1
一
杢
壮
市
1
・
7

杉
山
賢
治
一
S
9
一
秋
田
市
1
・
7

新
田
一
鮎
川
一
健
一
S
型
盛
岡
市
1
・
7

瑳
只
一
長
浜
谷
一
波
芋
一
S
型
前
橋
市
1
・
7

米
谷
　
穀
一
S
2
5
一
秋
田
市
1
・
8

倍
太
　
勝
二
S
⊥
6
一
秋
田
市
1
・
8

福
田
文
二
一
S
2
1
一
中
国
敦
爆
1
・
8

佐
々
木
理
一
一
S
6
一
和
田
町
1
・
8

〃
　
三
F

幹
事
三
A

〃
　
三
D

〃
三
E

速
水
赤
沼
高
橋
鈴
木

〃
三
F
樋
渡

〃
三
G
伊
藤

久良　　文　　寺羊正　　大
男　糸己諒昭侃子　昭忠作

〃
三
H
平
野
庫
太
郎

〃
三
－
真
壁
江
田
男

〃
三
J
近
藤
　
嘉
之

事
琴
盲
竹
田
　
進

〃
三
C
渡
辺
　
克
忠

電
話
〇
一
八
八
l
二
八
一
四
一
二
五

新
屋
石
油
内

㊥
東
京
支
部
会

幹　　全
車　　長

ル　　　　　　ル

F D C G

山　二杉P斉
田木　田　藤

政－
猛彦美
郁
子

事
務
局
三
H
岩
川
作
蚕
囲

電
話
〇
三
l
三
九
四
一
四
八
八
八

岩
川
税
理
士
事
務
所
内
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卒
業
三
十
周
年
を
記
念
し
た
、
三

十
四
年
卒
同
期
会
が
、
七
月
二
十
二

日
に
秋
田
市
の
弥
高
会
館
で
開
か
れ

た
。当
日
は
ま
ず
、
同
期
生
で
直
木
賞

受
賞
作
家
の
西
木
正
明
氏
が
「
日
本

人
の
顔
」
と
題
し
て
「
わ
れ
わ
れ
卒

業
当
時
と
現
在
の
日
本
人
の
顔
の
違

い
や
女
性
の
出
嘉
習
穿
け
声

感　過
つとし1

日
鰯
　
音
囲
国

】
国
悶
凶
音
器

口

骨
滋巌
嘉

な
ど
、
一
般
の
人
々
を
ま
じ
え
約
二

百
人
の
聴
衆
の
前
に
講
演
し
た
。

続
い
て
開
か
れ
た
卒
業
三
十
周
年

記
会
霞
は
、
塩
田
雄
次
同
憂
裏
、

室
田
弘
校
長
は
じ
め
桜
谷
吾
朗
先
生

な
ど
十
三
人
の
来
賓
、
恩
師
の
ほ
か

百
二
十
六
人
の
同
期
生
が
参
加
し
た
。

来
賓
の
あ
い
さ
つ
、
恩
師
の
二
言

ず
つ
の
ス
ピ
ー
チ
の
あ
と
懇
談
に
移
っ

た
が
、
遠
く
高
知
市
か
ら
駆
け
つ
け

た
相
場
誠
君
な
ど
、
県
外
か
ら
四
十

一
人
も
参
加
し
た
と
あ
っ
て
、
三
十

年
ぶ
。
に
会
う
顔
も
多
く
、
お
互
い

に
名
札
と
顔
を
比
べ
合
っ
て
は
、
懐

し
そ
う
に
大
声
で
話
し
か
け
て
い
た
。

五
十
歳
近
く
な
っ
て
も
、
同
級
生

に
対
す
る
意
識
は
不
思
議
に
変
わ
ら

な
い
。
会
場
内
で
は
高
校
時
代
の
い

た
ず
ら
や
恋
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
今

だ
記
憶
に
鮮
明
に
残
る
昭
和
4
0
年
の

硬
式
野
球
部
の
甲
子
園
で
の
準
決
勝

進
出
一
惜
し
く
も
優
勝
校
三
池
工
に

3
対
4
で
敗
退
一
、
4
1
年
の
連
続
出

場
一
中
京
商
に
0
対
2
で
惜
敗
一
。

ラ
グ
ビ
ー
部
も
2
年
、
3
年
時
に
花

園
へ
の
連
続
出
場
（
2
年
時
ベ
ス
ト

ト
が
次
々
に
紹
介
さ
れ
、
爆
笑
を
さ

そ
っ
て
い
た
。
ま
た
一
方
で
は
、
家

族
、
仕
事
な
ど
近
況
を
交
換
し
合
う

姿
も
随
所
で
見
ら
れ
た
。

会
は
校
歌
、
校
友
会
歌
の
斉
唱
で

幕
を
閉
じ
た
が
、
一
堂
は
近
く
で
の

二
次
会
、
川
反
で
の
三
次
会
、
四
次

会
と
、
い
つ
ま
で
も
別
れ
が
た
く
杯

を
酌
み
か
わ
し
て
い
た
。

川
崎
の
旧
友

迎
え
楽
し
く

一
秋
中
5
0
期
会

秋
中
五
十
期
会
（
S
1
2
卒
一
春
の

集
い
は
、
川
崎
市
在
住
の
野
尻
幹
男

細
谷
行
雄
の
両
氏
を
迎
え
、
去
る
五

月
十
五
日
、
ア
キ
タ
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。

我
々
の
大
半
は
、
既
に
古
稀
を
迎

え
、
昔
の
思
い
出
に
浸
る
年
輩
と
な

り
、
遠
来
の
両
氏
に
会
う
べ
く
集
ま
っ

た
会
友
は
二
十
九
名
で
あ
っ
た
。

両
氏
に
会
う
の
も
卒
業
以
来
初
め

て
と
い
う
人
も
多
く
、
お
互
い
に
往

時
の
面
影
を
確
か
め
あ
い
な
が
ら
思

い
出
に
花
を
咲
か
せ
た
。

野
尻
氏
は
、
戦
後
日
本
航
空
国
際

線
の
機
長
と
な
。
、
世
界
中
を
飛
び

回
っ
た
男
で
、
か
つ
て
魁
夕
刊
に
連

載
さ
れ
た
「
空
駆
け
る
人
た
ち
（
あ

き
た
民
間
航
空
史
）
」
の
中
に
で
て

き
た
ひ
と
。
で
あ
る
。

細
谷
氏
は
、
こ
の
た
び
参
議
院
議

員
に
当
選
し
た
細
谷
昭
雄
氏
の
兄
で
、

そ
の
応
援
に
来
た
機
会
を
利
用
し
て

の
出
席
で
あ
っ
た
。

論
語
に
言
う
「
朋
あ
り
、
遠
方
よ

。
来
る
、
亦
楽
し
か
ら
ず
や
」
の
通

。
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
歓
ま
た

歓
、
昔
を
今
に
語
り
合
っ
た
。

思
い
出
の
地

強
首
で
乾
杯

卯
申
会
（
S
7
卒
）

六
月
十
二
日
、
仙
北
の
強
首
ヘ
ル

ス
セ
ソ
タ
t
で
卯
申
会
一
S
7
卒
一

全
県
大
会
を
開
い
た
。
諸
兄
の
細
配

慮
に
よ
。
、
同
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
バ

ス
で
、
秋
中
時
代
の
イ
ペ
ソ
ト
の
一

つ
根
小
屋
町
の
旧
校
舎
を
出
発
か

っ
て
当
地
ま
で
一
路
行
軍
し
た
思
い

毎
月
一
回

「
璧
至
　
（
昭
三
六
同
期
会
一
は

正
月
と
盆
の
年
二
回
例
会
を
開
催
し

て
お
り
、
都
合
の
よ
い
方
に
出
席
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
八
月
十

⑯
昼
食
会
を
開
催

二
日
志
田
屋
で
開
い
た
例
会
は
、
卒

業
以
来
と
い
う
関
東
支
部
の
四
人
を

混
じ
え
、
久
し
ぶ
。
に
盛
。
上
が
。

を
み
せ
た
。

な
お
二
年
前
か
ら
秋
田
市
内
の
有

志
で
「
夢
見
一
む
み
）
の
会
」
を
結

成
、
湊
昭
策
、
照
井
清
司
両
君
を
中

心
に
毎
月
一
回
の
昼
食
会
を
行
っ
て

い
る
。
　
　
　
一
石
川
清
治
記
一

出
の
傲
舎
跡
を
め
ぐ
り
、
す
っ
か
り

畑
や
水
田
に
様
替
わ
り
し
た
こ
の
地

を
目
に
し
感
無
量
、
年
月
を
感
じ
た

次
第
。会
は
伊
藤
幸
枝
兄
の
司
会
で
始
ま

り
、
地
元
を
代
表
し
て
伊
藤
四
郎
兄

が
あ
い
さ
つ
。
乾
杯
の
あ
と
飲
む
ほ

ど
に
、
酔
う
ほ
ど
に
昔
に
返
っ
た
思

い
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

l－媚一
群
　
イ
ま
す
＋

ガ恥靖

m

骨

漕

　

　

議

　

竪
㍗

カ

国
l
ロ

臼
口

国
田

鹿
角
の
O
B
が
集
結

平
成
元
年
鹿
角
支
部
総
会
は
、
六

月
二
十
六
日
、
花
輪
の
料
亭
「
松
声

で
開
か
れ
た
。
大
里
一
祐
一
幹
事
の

開
会
の
言
葉
に
続
き
、
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
。
引
き
続
き
大
里
支
部
長
が

あ
い
さ
つ
。
そ
し
て
会
計
報
告
等
の

諸
報
告
が
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

当
日
は
同
窓
会
本
部
よ
。
小
玉
副

し
と
げ
た
の
で
あ
る
。
長
い
秋
高
の

歴
史
の
中
で
も
最
も
輝
や
か
し
い
足

跡
を
残
し
た
と
自
負
し
て
お
。
ま
す
。

ま
た
大
き
な
出
来
事
と
し
て
当
時
全

国
的
に
学
生
運
動
が
盛
ん
で
あ
。
、

安
田
講
堂
ろ
う
城
事
件
に
よ
。
東
大

入
試
の
中
止
が
あ
。
、
数
名
の
同
期

生
が
進
路
の
変
更
を
せ
ざ
る
を
得
な

わ
れ
わ
れ
は
、
昭
和
4
3
年
4
月
に

あ
こ
が
れ
の
秋
高
に
入
学
し
、
在
学

中
の
3
年
間
を
思
い
起
こ
し
て
み
ま

す
と
、
入
学
当
初
の
校
長
先
生
は

「
汝
何
の
為
に
そ
こ
に
在
。
や
」
の

名
言
と
文
武
両
道
精
神
を
強
力
に
た

た
き
込
ん
で
く
れ
た
鈴
木
健
次
郎
先

生
で
、
今
で
も
強
く
印
象
に
残
っ
て

お
り
ま
す
。
鈴
木
校
長
の
影
響
を
強

く
受
け
た
ス
ポ
ー
ツ
部
の
活
躍
は
め

築

4
、
3
年
時
ベ
ス
ト
8
と
い
ず
れ
も

優
勝
校
天
理
、
福
岡
電
波
に
惜
敗
一

き
わ
め
つ
き
は
剣
道
部
の
活
躍
で
し

た
。
1
・
2
年
と
全
国
大
会
で
一
回

戦
敗
退
を
繰
。
返
し
て
い
た
剣
道
部

が
三
年
時
速
に
イ
J
タ
ー
ハ
イ
、
国

体
と
二
つ
の
大
会
の
全
国
制
覇
を
成

繁

　

　

華

■
罪
因

潰
走
窯
昔
弘
音
聾

栗

田

“
・
．
へ
、
ぐ

等
附
　
く
き
窪
詣
損
相
。
誉
志

田
国
　
　
　
　
　
　
側

躯
蜘
碑
等
　
巌

ヽ

．

い

、

か
っ
た
り
、
大
学
入
学
後
、
学
生
運

動
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
た
時
期
で

も
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
卒
業
後
2
1
年
、
同
期
生
は
各

方
面
の
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
年
代

と
な
り
ま
し
た
が
在
学
甲
燃
焼
し
切
っ

た
の
か
同
期
会
も
過
去
不
定
期
に
3

回
開
催
し
た
に
過
ぎ
ず
会
員
の
住
所

も
半
数
程
よ
り
掌
振
出
来
ず
に
お
。
、

同
窓
会
に
も
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
て

会
長
の
出
席
を
賜
り
、
母
校
の
学
業

や
ス
ポ
ー
ツ
等
の
近
況
、
ま
た
同
窓

会
が
非
常
に
活
性
化
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
水
戸
一
高
と
の
姉
妹
校
提
携
の

話
な
ど
を
拝
聴
。
引
き
続
き
阿
部
新

先
輩
の
発
声
で
乾
杯
し
、
懇
親
会
に

移
っ
た
。
当
地
・
鹿
角
は
、
県
北
の
奥
深
い

来
ま
し
た
が
、
平
成
元
年
を
期
し
て

会
を
組
織
化
い
た
し
ま
し
た
。
年
会

費
千
円
を
徴
収
し
2
年
を
一
会
計
年

度
と
し
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
だ
不
完
全
で
す
が
8
0
％
強
の
会

員
の
消
息
を
把
握
し
平
成
版
の
会
員

名
簿
を
発
行
し
ま
し
た
。
同
窓
会
の

年
次
会
費
、
理
事
会
費
の
納
入
及
び

母
校
へ
の
援
助
等
も
計
画
へ
盛
り
込

み
同
窓
会
へ
協
力
し
っ
つ
会
員
間
の

親
睦
を
深
め
て
行
く
こ
と
に
な
。
ま

した。去
る
八
月
十
二
日
の
総
会
に
は
恩

師
は
じ
め
女
性
会
員
四
名
を
含
む
八

十
名
程
参
加
し
発
会
を
書
こ
び
あ
い

ま
し
た
。
遅
き
に
失
し
た
同
期
会
発

足
で
す
が
、
在
学
中
お
世
話
に
な
っ

た
同
窓
会
へ
の
お
返
し
と
母
校
発
展

の
為
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
事
務
局
　
佐
藤
公
世
記

ひ
っ
そ
り
と
し
た
盆
地
に
開
け
た
町
。

杯
を
傾
け
な
が
ら
の
話
で
あ
っ
た
が
、

小
玉
副
会
長
は
「
鹿
角
は
菅
江
真
澄

遊
覧
記
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
様
に
、

歴
史
的
に
も
由
緒
あ
る
す
ば
ら
し
い

事
柄
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
」
と

話
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
総
会
の

始
ま
る
前
に
、
内
藤
湖
南
先
生
の
旧

宅
蒼
龍
窟
あ
た
り
を
散
策
さ
れ
た
由
。

折
。
L
も
当
日
、
六
月
二
十
六
日
は

湖
南
先
生
の
命
日
。
非
常
に
感
慨
深

い
も
の
を
感
じ
た
。

新
旧
副
知
事
を
激
励
困

去
る
三
月
勇
退
し
た
前
副
知
事
丸

山
完
君
に
対
す
る
慰
労
と
後
任
副
知

事
池
田
竹
二
郎
君
を
励
ま
す
十
九
年

卒
同
期
会
は
、
今
ま
で
に
な
い
七
十

人
と
い
う
多
数
の
出
席
者
の
な
か
で

四
月
二
十
七
日
、
平
安
閣
に
お
い
て

開
催
し
た
。

辻
会
長
か
ら
両
人
に
対
し
て
慰
労

と
激
励
の
挨
拶
の
あ
と
、
記
念
品
を

贈
呈
。
前
副
知
事
の
謝
辞
と
新
副
知

事
の
抱
負
披
涯
後
、
懇
親
会
に
入
っ

た
。同
期
生
か
ら
再
び
副
知
事
誕
生
と

い
う
こ
と
で
話
も
大
い
に
弾
ん
だ
。

還
暦
を
過
ぎ
た
と
は
思
え
な
い
若
さ

一
杯
で
歌
、
踊
。
の
披
露
が
あ
り
、

な
ご
や
か
な
な
か
に
愉
快
な
〝
ひ
と

と
き
〟
を
過
ご
し
た
。
最
後
に
校
友

会
歌
、
校
歌
を
斉
唱
し
、
盛
会
樫
に

終
了
し
た
。
　
（
平
野
秀
三
郎
記
一

青
春
に

思
い
を
馳
せ
て

S
3
0
（
定
）

平
成
元
年
四
月
十
五
日
（
土
一
、

秋
田
市
郊
外
の
名
湯
「
さ
と
み
温
奉

で
開
か
れ
た
。

お
互
い
に
職
を
も
ち
な
が
ら
も
、

一
つ
の
学
舎
で
充
実
し
た
青
春
を
過

し
た
旧
友
二
十
六
名
。

卒
業
以
来
の
再
開
を
、
肩
を
た
た

き
手
を
擦
り
あ
っ
て
喜
び
あ
う
姿
。

髪
の
薄
く
な
っ
た
友
、
白
髪
が
め
っ

き
り
増
え
た
友
。
三
十
数
年
の
歳
月

の
積
み
重
ね
は
戻
す
べ
く
も
な
い
が
、

皆
そ
れ
ぞ
れ
昔
の
面
影
を
た
ど
り
な

が
ら
、
今
様
浦
島
な
ら
ぬ
青
年
に
立

ち
返
っ
て
の
一
夜
で
あ
っ
た
。

欒嬬班夢魔爛脳「

脱胎
捕

獲
甘
㌫
出
端
早
㍑
㌣
※

硝
器
誹
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油
鼎
胤
泌

悶

凶

団

円
凶
　
日

巌
誹
鳩
網

国
溜

＿＿き皇l声＿　＿
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ノ

酎
机・
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飽
踊

．
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′
．
ル

遮
■
絹
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欄
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憾
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囲田

さ
て
、
温
泉
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
っ

て
か
ら
、
来
賓
の
加
賀
谷
、
浅
石
、

三
浦
一
孝
一
、
高
山
（
伊
藤
一
の
四

先
生
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
に
う
つ
っ

た
が
、
開
宴
に
さ
き
だ
ち
、
先
年
逝

去
さ
れ
た
三
浦
誠
治
先
生
は
じ
め
長

谷
川
四
郎
君
な
ど
旧
友
六
名
の
物
故

者
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
の
黙
藤
、
つ

い
で
、
か
つ
て
の
名
応
援
団
長
館
山

鉄
男
君
の
音
頭
で
校
歌
の
斉
唱
後
宴

に
う
つ
っ
た
。

活
し
た
花
が
咲
き
、
夜
の
更
け
る

の
も
忘
れ
て
高
歌
校
吟
と
ど
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
ず
、
心
ゆ
く
ま
で
旧
交

を
温
め
あ
っ
た
。
翌
朝
、
名
残
り
轟

せ
ぬ
思
い
を
翌
年
の
再
会
に
託
し
て

会
場
を
後
に
し
た
。

今
回
の
会
を
開
く
た
め
に
ご
苦
労

を
お
か
け
し
た
幹
事
の
皆
様
に
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
土
島
記
一

こ
と
が
で
き
た
。
帰
途
、
近
く
の
小

山
田
宜
雄
邸
宅
で
二
次
会
す
っ
か

。
御
厄
介
に
な
っ
た
。（
桐
澤
春
雄
記
一

百
十
人
が一
同
に

ほ
年
ぶ
り
S
4
8

昭
四
八
同
期
会
は
八
月
十
二
日
ア

キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
十
五
年
ぶ
。

に
開
か
れ
た
。
来
賓
の
恩
師
ら
に
加

え
て
百
四
人
の
同
期
会
員
（
う
ち
女

性
十
八
人
一
が
出
席
す
る
な
ど
、
終

始
活
気
が
余
り
あ
る
ほ
ど
の
盛
会
と

な
っ
た
。
今
後
は
二
年
に
一
度
、
八
月
の
第

二
土
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
な
お
今
回
作
成
し
た
同
期
会

簿
を
希
望
の
方
は
三
百
円
一
送
料
込

み
）
で
お
分
け
し
ま
す
。
宛
先
は
母

校
同
窓
会
4
8
年
卒
常
任
理
事
一
秋
田

市
手
形
中
台
字
一
番
地
）
ま
で
。

紅
一
点
を
迎
え
て

首
都
圏
S
3
7
同
期
会

去
る
二
月
十
七
日
、
首
都
圏
在
住

の
昭
和
三
十
七
年
卒
業
生
同
期
会
が

新
橋
第
一
ホ
テ
ル
新
館
で
開
催
さ
れ

た
。
幹
事
の
佐
藤
略
二
伊
藤
清
信
、

小
林
道
太
郎
の
三
氏
の
尽
力
で
出
席

者
は
二
十
九
人
に
の
ぼ
っ
た
。

当
日
は
冷
た
い
雨
が
そ
ぼ
降
る
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
紅
一
点

の
小
野
崎
（
村
山
一
久
江
さ
ん
も
出

席
。
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
を
味
わ
い
な

が
ら
、
思
い
出
話
や
近
況
報
告
で
な

ご
や
か
な
一
夕
で
し
た
。

散
会
後
も
名
残
り
が
尽
き
ず
、
半

数
が
二
次
会
へ
。
さ
ら
に
そ
の
一
部

は
三
次
会
へ
流
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
で
校

歌
を
う
た
い
や
っ
と
解
散
し
た
ほ
ど

で
し
た
。
幹
事
団
で
は
今
後
も
毎
年

こ
う
し
た
同
期
会
を
開
い
て
い
こ
う

と
話
し
合
っ
て
お
り
ま
す
。

（
長
原
碩
之
記
）
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七
月
三
十
盲
か
ら
四
国
四
県
を
会
場
に
開
か
れ
た
平
成
元
年
度
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
に
、
母
校
か
ら
は
柔

道
、
剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ソ
、
テ
ニ
ス
、
陸
上
、
ボ
ー
ト
、
卓
球
の
七
競
技
に
出
場
、
力
と
技
を
競
っ
た
。

鎌
田
、
宇
佐
美
、
竹
内
の
3
選
手

音

　

　

　

　

　

　

頒

壷

蒔

妻

沼

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

、

　

　

　

　

、

◇
柔
　
道

団
体
戦
は
東
海
大
四
、
津
幡
に
と

も
に
敗
れ
予
選
突
破
は
成
ら
な
か
っ

粗
轡

日
日
日
嗣
】
■
■
頂

＿

澗

葦

』

日
　
ぽ
匝
鳩

詭
肺

P

r

．

1

●

慮
り
〃
’

た
。
個
人
戦
は
軽
中
量
級
の
鎌
田
玄

徳
、
中
量
級
の
宇
佐
美
音
哉
、
軽
重

量
級
の
竹
内
栄
の
三
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
持
ち
味
を
存
分
に
発
揮
、
い
ず
れ

も
二
勝
一
敗
で
予
選
を
突
破
し
た
が

決
勝
リ
ー
グ
一
回
戦
で
三
人
と
も
惜

し
く
も
敗
退
し
た
。
し
か
し
、
優
秀

選
手
賞
を
受
賞
し
た
。

◇
テ
ニ
ス

十
九
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
出
場
だ
っ

た
が
、
男
子
団
体
一
回
戦
で
四
日
市

工
に
0
－
3
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
敗
れ

た
。

l

l

 

t

題

　

　

l

 

t

t

t

t

l

l

’

　

l

l

 

l

 

l

’

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

柔
道
で
個
人
優
秀
賞

受
賞
の
左
か
ら

中
量
級
　
宇
佐
美

軽
量
級
　
竹
内

軽
中
量
級
　
鎌
田
の
3
名

優
勝
校
、
灘
高
に
惜
敗

皿
圏
　
続
堂
韓
棲
謎
僅
舘

全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会
は
、

7
月
3
1
日
か
ら
三
日
間
、
東
京
市
ヶ

谷
の
日
本
棋
院
で
開
催
さ
れ
た
。

わ
が
校
は
団
体
戦
に
お
い
て
八
年

連
続
出
場
で
あ
り
、
し
か
も
全
員
三

年
生
と
あ
っ
て
奮
闘
を
誓
い
あ
っ
て

大
会
に
臨
ん
だ
。
団
体
一
回
戦
は
福

岡
県
代
表
の
小
倉
高
校
と
対
戦
し
、

大
将
堀
川
健
・
副
将
高
橋
一
嘉
・
三

将
掘
松
陽
と
も
危
な
げ
な
く
大
差
で

勝
ち
3
－
0
で
二
回
戦
に
進
ん
だ
。

次
の
相
手
は
大
敵
灘
高
、
し
か
も
大

将
は
プ
ロ
級
の
腕
で
全
国
で
も
有
名

な
存
在
。
結
局
敗
れ
は
し
た
も
の
の

三
選
手
と
も
善
戦
。
二
回
戦
中
、
終

了
し
た
の
が
最
後
と
ね
ば
。
を
み
せ

◇
剣
　
道

六
年
連
続
の
出
場
。
男
子
団
体
は

予
選
リ
ー
グ
で
長
野
に
勝
っ
た
も
の

の
和
歌
山
東
に
は
2
－
2
で
本
数
負

け
と
な
り
、
一
勝
一
敗
で
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ソ
ト
に
進
出
で
き
な
か
っ
た
。

個
人
戦
男
子
に
出
場
し
た
川
嶋
俊

巳
は
一
回
戦
で
、
女
子
の
藤
原
理
佐

子
は
二
回
戦
で
敗
れ
た
が
、
そ
の
相

手
が
い
ず
れ
も
決
勝
ま
で
進
出
し
た

こ
と
を
思
え
ば
、
き
わ
め
て
残
念
で

あ
っ
た
。◇

陸
　
上

男
子
二
百
M
で
伊
藤
幸
治
が
2
2
秒

輿
同
八
百
M
で
は
大
野
亨
が
1
分

5
6
秒
7
4
の
い
ず
れ
も
自
己
ベ
ス
ト
近

い
タ
イ
ム
で
走
っ
た
が
、
予
選
通
過

は
な
ら
な
か
っ
た
。

た
。
個
人
戦
で
は
団
体
戦
の
疲
れ
か

ら
か
堀
川
健
が
一
回
戦
で
負
け
残
念

な
結
果
と
な
っ
た
。
今
年
は
優
勝
チ
ー

ム
灘
高
と
互
角
に
わ
た
り
あ
う
と
い

う
大
き
な
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で
き

◇
卓
　
球

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
に
出
場
し
た
二

人
の
う
ち
、
戸
堀
敏
孝
は
今
年
入
学

の
一
年
生
で
あ
る
。
六
月
の
全
県
総

体
で
、
県
高
校
卓
球
界
史
上
初
め
て

一
年
生
で
優
勝
者
と
な
っ
た
。
東
北

大
会
で
も
ベ
ス
ト
8
に
入
。
、
全
国

大
会
で
も
活
躍
を
期
待
さ
れ
た
が
、

や
や
緊
張
感
が
み
ら
れ
、
実
力
発
揮

で
き
ず
初
戦
で
敗
退
し
た
。
ま
た
、

佐
藤
順
も
一
回
戦
突
破
は
な
ら
な
か
っ

た
。

猛
追
、
一
歩
及
ば
ず

準
決
勝
・
0
・
3

秒
差
で
2
位

決
勝
進
出
は
成
ら
ず

◇
ボ
ー
ト
（
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
）

二
、
三
年
の
混
成
ク
ル
ー
。
準
決

勝
で
ス
タ
ー
ト
を
つ
ま
ず
い
た
も
の

の
、
六
百
か
ら
猛
烈
な
ハ
イ
ピ
ッ
チ

で
追
い
上
げ
二
校
を
一
気
に
ゴ
ボ
ウ

抜
き
。
ゴ
ー
ル
で
、
観
客
は
「
秋
田

が
勝
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
が
0
・

3
秒
差
で
二
位
。
決
勝
進
出
は
な
ら

決勝進出をかけて、ハイピッチで追い上げる母校クルー

た
。
し
か
し
現
在
一
二
年
生
の
部
員

が
お
ら
ず
、
来
年
は
伝
統
あ
る
囲
碁

部
の
灯
が
消
え
る
可
能
性
が
あ
。
心

配
し
て
い
る
。
生
徒
諸
君
の
入
部
を

切
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

1
2
年
ぶ
り
総
合
優
勝N
H
K
杯

全
県
大
会

躯

輩

曹

六
月
の
N
H
K
杯
全
県
大
会
で
は
、

各
部
門
で
入
賞
、
入
選
を
は
た
し
、

十
二
年
ぶ
り
に
総
合
優
勝
（
金
賞
一

に
輝
や
い
た
。
入
賞
は
ア
ナ
ウ
ソ
ス

部
門
で
大
久
保
敦
也
、
ラ
ジ
オ
番
組

部
門
課
題
で
「
生
き
る
ー
1
8
の
自
分

は
ー
」
、
自
由
部
門
で
I
w
a
s
g
m
」

「
A
q
已
由
」
の
二
作
品
で
あ
っ
た
。

ま
た
研
究
発
表
で
も
一
年
生
が
活
躍

し
人
選
し
た
。
こ
の
勝
利
は
三
年
生

を
中
心
に
会
伯
な
ど
で
努
刀
し
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
強
め
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

七
月
末
の
東
京
で
の
全
国
大
会
で
は
、

大
久
保
教
也
が
準
決
勝
に
進
出
す
る

な
ど
健
闘
し
た
。
N
H
K
ホ
ー
ル
の

会
場
で
、
水
準
の
高
い
作
品
を
視
聴

し
た
が
、
秋
高
放
送
委
員
会
の
力
量

を
全
国
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
る
た
め

に
は
ま
だ
課
題
が
あ
り
、
今
後
の
努

力
が
期
待
さ
れ
る
。

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ダ
ブ
ル
ス
に
出
場
の
松
橋
弘
光
・

佐
藤
慶
三
組
、
シ
ン
グ
ル
ス
の
松
橋

弘
光
は
、
い
ず
れ
も
一
回
戦
で
敗
退

し
た
。

な
か
っ
た
。
ロ
ー
ア
ウ
ト
す
る
ほ
ど

の
素
晴
し
い
闘
志
は
大
会
本
部
に
お

い
て
も
賞
賛
さ
れ
た
。
順
位
決
定
戦

は
力
尽
き
た
感
じ
で
あ
っ
た
が
、
今

後
に
大
い
な
る
収
穫
と
な
っ
た
。

▽
予
選
　
③
秋
田

▽
敗
者
復
活
戦
　
①
秋
田

小
野
勇
本
店

小
野
又
雄
（
S
1
8
卒
）

秋
H
市
金
星
追
分
海
老
穴
一
八
五

電
話
（
つ
六
八
）
七
三
一
二
一
一
四

▽
準
決
勝
　
㊤
秋
田

▽
順
位
決
定
戦
　
④
秋
田

▼
八
月
三
十
一
日
、
桜
谷
前
事
務
局

長
よ
。
事
務
引
継
を
う
け
て
か
ら
早

半
月
余
り
に
も
な
る
が
、
未
だ
何
を

す
る
に
も
不
慣
れ
で
自
信
が
な
く
、

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

る
事
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
私
な
り

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

。
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
ご
指
導
と

共
に
宜
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

▼
さ
て
、
今
ま
で
は
学
校
図
書
館
の

一
部
に
間
借
り
を
し
て
い
た
同
窓
会

事
務
局
も
、
学
校
長
の
配
慮
に
よ
り

六
月
か
ら
小
体
育
館
の
二
階
に
一
室

を
設
け
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
間

仕
切
り
を
終
え
た
六
月
二
十
六
日
か

ら
移
っ
て
き
ま
し
た
。
広
さ
は
前
よ

り
二
・
五
倍
位
に
広
く
な
。
、
明
る

く
仕
事
の
仕
易
い
所
で
す
。
な
お
、

電
話
従
来
の
学
校
内
線
の
ほ
か
に
、

直
通
三
二
一
九
五
五
三
番
も
つ
き
ま

し
た
の
で
お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

た
だ
し
、
内
部
の
整
備
に
は
こ
れ
か

ら
備
品
を
撃
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

▼
本
年
度
の
年
次
会
費
は
、
九
月
十

五
日
現
在
で
十
八
年
次
分
が
納
入
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
未
納
年
次
の
期
は

早
目
に
納
入
願
い
ま
す
。
な
お
、
役

員
会
費
の
未
納
の
方
に
は
、
こ
の
だ

よ
り
と
共
に
再
度
払
込
用
紙
を
お
送

り
し
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
だ
よ
。
二
十
九
号
で
報
告
後
の
会

務
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

0
5
・
2
7
東
肥
羽
城
会
0
6
・
8
企

画
委
員
会
0
6
・
2
3
大
曲
支
部
総
会

0
6
・
2
6
財
政
委
員
会
0
6
・
2
6
鹿

角
支
部
総
会
0
6
・
3
0
企
画
委
員
会

0
7
・
5
常
任
理
事
会
0
7
・
8
西

仙
北
支
部
総
会
0
7
・
崇
本
計
監
査

0
7
・
2
9
理
事
会
0
8
・
9
当
番
年

次
打
合
会
0
8
・
1
2
4
3
年
・
4
4
年
・

4
6
年
・
4
8
年
次
同
期
会
0
8
・
1
5
3
2

年
・
3
9
年
次
同
期
会
0
8
・
2
0
支
部

長
会
議
・
平
成
元
年
度
総
会
0
8
・

2
9
公
報
委
員
会
。

今
年
も
多
い
国
体
出
場

〔
東
北
総
合
体
育
大
会
〕
（
ミ
ニ
国
体
一

柔
道
で
竹
内
栄
、
鎌
田
玄
徳
の
二

人
、
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
で
松
橋
弘
光
、

佐
藤
慶
三
の
二
人
、
卓
球
で
戸
堀
敏

孝
、
剣
道
の
男
子
で
川
嶋
俊
己
、
工

藤
勇
樹
、
淡
路
貴
之
の
三
人
、
女
子

で
藤
原
美
佐
子
、
相
馬
亜
希
子
、
畠

山
直
子
の
三
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
県
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、
東
北
総

体
で
活
躍
し
、
そ
の
う
ち
、
柔
道

（
二
位
一
、
卓
球
一
一
位
一
、
バ
ド
ノ

ミ
ン
ト
ソ
（
四
位
一
は
、
北
海
道
で

の
国
体
に
も
出
場
し
た
。
さ
ら
に
水

泳
の
宮
腰
大
（
拙
M
メ
ド
レ
ー
一
も

県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

ほ
か
に
国
体
出
場
は
果
た
せ
な
か
っ

た
が
、
陸
上
競
技
で
は
、
伊
藤
幸
治

（
拙
M
、
仙
M
リ
レ
ー
一
中
嶋
俊
之

（
抑
M
リ
レ
ー
一
、
大
野
亨
一
㈹
M
、

馴
M
一
、
篠
田
和
典
一
昔
リ
レ
ー
一

の
四
選
手
が
東
北
総
体
で
活
躍
し
た
。

○
…
桜
谷
先
生
の
突
然
の
引
退
は

当
広
報
委
員
会
の
作
業
に
も
大
き
く

影
響
し
た
。
何
し
ろ
こ
れ
ま
で
は
、

す
っ
か
り
事
務
局
に
ぶ
ら
下
が
っ
て

い
た
た
め
大
慌
て
。
改
め
て
先
生
の

偉
大
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
次
第
。

そ
れ
に
し
て
も
桜
谷
先
生
、
長
い
間

ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
。

○
…
秋
田
市
制
百
周
年
を
記
念
し

た
中
国
の
阿
爾
金
山
日
本
側
登
山
隊

一
行
二
十
三
人
の
中
に
わ
が
同
窓
生

が
九
人
も
い
た
。
旅
の
疲
れ
も
見
せ

ず
同
行
の
石
井
仁
さ
ん
が
一
文
を
ま

と
め
て
く
れ
た
。
一
カ
月
余
に
及
ぶ

苦
労
聖
叩
、
さ
す
が
に
迫
力
が
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
石
井
さ
ん
の
帰
国
を

待
ち
構
え
る
よ
う
に
原
稿
を
急
が
せ

た
あ
つ
か
ま
し
さ
。
平
に
ご
容
奴
を
。

昭49年卒同期会会員各位
－　一

次期総会は平成3年1月3日の予定です。

（隔年開催）

住所の変更は，、次まで御一報を。

佐藤（0188）86－2342
黒木（0188）34－7309

米
谷
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

米
谷
単
三
（
S
2
9
卒
）

秋
田
市
将
軍
野
南
一
丁
目
十
番
五
十
七
号

電
　
話
　
四
五
一
七
　
二
一
〇
番

科
学
精
密
機
械

電
子
計
測
器

取
扱

株
式
会
社
理
　
工

代
表
取
締
役

佐
藤
準
一
（
S
2
9
卒
）

懲
間
秋
田
市
中
通
四
丁
目
三
番
二
三
号

消
　
防
　
会
　
館
　
内

電
話
一
三
へ
一
三
五
！
八
一
三
三
一
代
表
）

F
A
X
一
」
　
へ
八
一
一
≡
一
一
〇
五
六
〇

秋山皮膚科医院

秋山　まり子
（旧姓丹内）（S29卒）

℡0188（28）2　211

ヤング理容室

橋郁男
（S29卒）

′　　■　一

南

秋田市大町一丁目2－45

TEL O188（62）6972　　〒010－16秋田市新屋元町2ト10

二石・曝和え油絵展
（S29卒）（スペインの光と風、その他）

’89．10／30（月）・31㈹11／1㈱・2㈱・4仕）

◎資生堂ギ房リー
〒104東京都中央区銀座8－8－3（資生堂パーラービル9F）
TEL572－2121（代）11：00AM～6．30PM（日曜・祝日休館）

住所秋田市新藤田字中山台5ト7　TEL（0188）34－3220

医
療
法
人
春
生
会

大
里
病
院

大
里
祐
一

（
S
2
9
卒
）

秋
田
県
鹿
角
市
花
輪
堰
向
五
六

電
話
〇
一
八
六
一
i
二
二
一
一
二
五
一

内科・小児科・神経科・精神科
痴呆性老人専F柄棟・ディケア舶踊設

今　村　病　院
院　長

村久悦
今　　　　　　　（S9卒）
住所秋田市下新城中野字琵琶沼124－1

（中野四区バス停前）
TELO188（73）3　011

老人のためのリハビリと療養と
やすらぎのコミュニティ空間
老人保健施設

ニコニコ苑
施設長

稲庭千弥子
（旧姓今村）（S47卒）
住所秋田市下新城中野字琵琶沼138－1

（中野四区バス停前）
TELO188（73）2　5　2　5

赤坂皮膚泌尿器科医院

赤坂哲治郎
（S29卒）

本荘市谷山小路7のl
TELO184（23）2261

自宅本荘市薬師堂字谷地292の3

TELO184（23）3235
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